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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジングと、１つのジェットディスク（１）と、複数のジェット噴出口と、駆動手段
とを有し、この駆動手段が、複数のジェット噴出口の軸線の方向をハウジングに対して制
御下に連続的に変更するように構成されているシャワーヘッドであって、複数のノズル要
素（１９）が設けられており、複数のジェット噴出口の各々がそれらのノズル要素（１９
）の各々に配置されており、複数のノズル要素（１９）の各々が前述の１つのジェットデ
ィスク（１）に対して旋回可能であり、ジェットディスク（１）が複数の漏斗状穴（２１
）を有し、ジェットディスク（１）の漏斗状穴（２１）の各々に各ノズル要素（１９）が
載置され、各ノズル要素（１９）それ自体が、後端付近で、動力伝達手段により回転可能
な回転ディスク（１６）に係合しており、動力伝達手段は駆動手段により回動される回動
体に接続されており、回転可能な回転ディスク（１６）が、動力伝達手段により回転され
て、複数のノズル要素（１９）を動力伝達手段によって旋回させており、固定ディスク（
１３）がハウジング内に固定されていて、複数の回転ディスク（１６）が固定ディスク（
１３）に回転可能に取り付けられており、この固定ディスク（１３）が全ての複数の回転
ディスク（１６）に共通なディスクとして機能することを特徴とするシャワーヘッド。
【請求項２】
　ジェット噴出口から水の流出する間、駆動手段が作動する、請求項１記載のシャワーヘ
ッド。
【請求項３】
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　流れる水によって駆動手段が操作される、請求項１または２記載のシャワーヘッド。
【請求項４】
　軸線の方向が少なくとも部分的に錐体上、特に円錐体上にあるように軸線の方向が変更
される、請求項１～３のいずれか１項記載のシャワーヘッド。
【請求項５】
　錐体の頂点がジェットディスク（１）の領域内にある、請求項４記載のシャワーヘッド
。
【請求項６】
　複数のジェット噴出口を有し、特に駆動手段はそれが２つ以上のジェット噴出口の軸線
の方向を相互に同期して変更するように構成されている、請求項1～５のいずれか１項記
載のシャワーヘッド。
【請求項７】
　複数のジェット噴出口の軸線の方向が同相で変更される、請求項６記載のシャワーヘッ
ド。
【請求項８】
　複数のジェット噴出口の軸線の方向が非同相で変更される、請求項６記載のシャワーヘ
ッド。
【請求項９】
　錐体の軸線がジェットディスク（１）に直角に延びている、請求項４～８のいずれか１
項記載のシャワーヘッド。
【請求項１０】
　すべてのノズル要素（１９）が共通のディスクに係合する、請求項１記載のシャワーヘ
ッド。
【請求項１１】
　各ノズル要素（１９）が、固定軸線の周りを回転駆動される各１つのディスク（１６）
内に係合する、請求項１記載のシャワーヘッド。
【請求項１２】
　ノズル要素（１９）がリンク機構によって駆動され、特に駆動手段とノズル要素（１９
）との間にレバーリンク機構が配置されている、請求項１、１０～１１のいずれか１項記
載のシャワーヘッド。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、ハウジングと、ジェットディスクと、少なくとも１つのジェット噴出口と駆
動手段とを有するシャワーヘッドに関する。
【０００２】
【従来の技術】
　シャワーヘッドは固定据付型ヘッドシャワー、サイドシャワーとして、またはホースの
一端のハンドシャワーとしても、公知である。このようなシャワーヘッドで放出されるジ
ェットは多種多様である。脈動ジェット、混気ジェット、水量を比較的ゆっくりと変える
ジェットが知られている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　本発明の課題は、視覚的に魅力があって快適に感じられるジェットパターンを生成する
シャワーヘッドを提供することである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　この課題を解決するために本発明は請求項１の特徴を有するシャワーヘッドを提案する
。本発明の諸構成は従属請求項の対象であり、それらの文言も要約書の文言も本明細書の
内容とされる。
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【０００５】
　公知のシャワーではジェットの量が、また場合によってはジェットの形状も、変更され
るのに対して、シャワーヘッドから流出する水ジェットの方向もはじめて、しかも連続的
に、変更される。こうして、固定シャワーヘッドの場合シャワーを浴びる者の皮膚を例え
ば閉経路に沿って移動するジェットを生成することができる。これにより、身体の比較的
大きな領域を濡らすことができるだけでなく、マッサージ効果も達成することができる。
但しこのマッサージ効果は従来のマッサージシャワーとは異なる。というのもジェットは
同じ場所に留まるのでなく、この場所を変えるからである。
【０００６】
　本発明の構成では、ジェット噴出口から水の流出する間、駆動手段が作動するようにす
ることができる。
【０００７】
　流れる水によって駆動手段が操作されると特別好ましい。それゆえに、駆動手段を操作
するのに付加的装置が必要でない。
【０００８】
　本発明の１構成では、ジェット噴出口の軸線の方向が少なくとも部分的に錐体上、特に
円錐体上にあるように軸線の方向は変更されるようにしておくことができる。
【００１０】
　本発明は錐体の頂点がジェットディスクの領域内にあることを提案し、こうして公知の
シャワーに比べてシャワーの所要スペースも外観も僅かに変化するだけである。
【００１１】
　本発明によれば、任意のパターンに配置しておくことのできる複数のジェット噴出口を
ジェットディスクが有するようにすることができる。
【００１２】
複数のジェット噴出口が設けられている場合、本発明によれば駆動手段はそれが２つ以上
のジェット噴出口の軸線の方向を変更するように構成しておくことができる。幾つかのジ
ェット噴出口では方向が変更される一方、他のジェット噴出口はジェットを常に同じ方向
に放出するようにすることも当然に可能である。
【００１３】
　本発明によれば、複数のジェット噴出口の軸線の方向が同期して変更されるようにする
ことができる。そのことから、単一の駆動手段から運動を導き出すことができるので、駆
動が単純になる。
【００１４】
　本発明によれば、複数のジェット噴出口の軸線の方向が同相で変更されるようにするこ
とができ、そのことから視覚的に完結したジェットパターンが得られる。
【００１５】
　しかし、方向を非同相で変更可能とすることもできる。
【００１６】
　本発明によれば、その周りをジェットが旋回する錐体の軸線はジェットディスクに直角
に延びているようにすることができる。
【００１７】
　ジェット噴出口の軸線の方向を変更するためにジェットディスク全体を揺動させること
も考えられる。本発明は、ジェットディスクに対して旋回可能なノズル要素内にジェット
噴出口を配置し、ジェットディスクに対して、したがってハウジングに対してもこのノズ
ル要素を旋回させることによって軸線の方向変更を実行できることを提案する。
【００１８】
特に本発明の１構成では、ジェットディスクの穴のなかでノズル要素、特にノズル要素の
ジェット噴出端を支承しておくことができる。その場合、シャワーヘッドのハウジングの
内部でノズル要素の運動が行われる。それが望ましい限り、ノズル要素をジェットディス
クから外方に突出させ、ノズル要素の運動が外部から視認可能とすることも当然可能とし
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得る。
【００１９】
　ノズル要素のこのような揺動運動を許容する弾性装置を利用してノズル要素をジェット
ディスクで支承することがやはり可能である。
【００２０】
　本発明の１構成において、ノズル要素は噴出端から離れた方のその後端領域で、駆動手
段によって移動可能なディスク内に係合するようにすることができる。
【００２１】
　本発明によれば、すべてのノズル要素が共通のディスク内に係合するようにすることが
でき、その場合このディスクは例えば円運動で偏心的に動かされ、それ自身が回動するこ
とはない。
【００２２】
　しかし、シャワーヘッドに対して固定された軸線の周りを回転駆動される各１つのディ
スク内に各ノズル要素が係合すると特別好ましい。
【００２３】
　回転駆動にはタービンを利用することができる。
【００２４】
　本発明のその他の特徴、詳細および利点は本発明の好ましい実施形態についての以下の
説明から、図面を基に明らかとなる。
【００２５】
【発明の実施の形態】
　図１はシャワーヘッドの一部を断面図で示す。ジェットディスク１は僅かな凸面に形成
された外面２を有し、この外面に複数の穴３を見ることができる。ジェットディスク１の
反対側の裏面４に円筒形延長部５が形成されており、この延長部はシャワーヘッドのハウ
ジングにねじ込むための雄ねじ６を有する。延長部５の配置を後方で施蓋するキャップ７
は、その中心に、延長部５内に突出する軸８を有する。この配置の半径方向外面の１箇所
に穴９が設けられており、シャワーヘッドに流入する水はこの穴を通して外側から内側へ
と延長部５に流入できる。
【００２６】
　軸８で支承されたタービンホイール１０がハブ１１を有する。ハブ１１は歯車として構
成されている‐図４も参照。ハブ１１は半径方向距離を置いてディスク１３の中心穴１２
に挿通され、このディスクはジェットディスク１の延長部５内で固定支承されている。デ
ィスク１３が４つの孔１４を有し、これらの孔内でディスク１６の支承突部１５が支承さ
れている。ディスク１６は支承突部１５を利用してディスク１３に対して回動可能である
。ディスク１６がその周面領域に歯列１７を有し、この歯列が歯付ハブ１１に噛合う。
【００２７】
　それゆえに、タービンホイール１０の回動時にディスク１６が回される。
【００２８】
　各ディスク１６は、ディスク１６の回動時に円に沿って回転する穴１８を有する。
【００２９】
　図示実施例ではディスク１６とジェットディスク１の内面との間に合計４つのノズル要
素１９が配置されている。各ノズル要素１９は、その丸くされた前面２０で、穴３の背後
に配置された漏斗状穴２１内に係合する。穴３の領域でジェットディスク１の厚さはノズ
ル要素１９が漏斗状穴２１から滑り出ることのないように選定されている。
【００３０】
　前面２０とは反対側の末端の領域にノズル要素１９が支承突部２２を有し、この支承突
部がディスク１６の穴１８に差し込まれている。
【００３１】
　ディスク１６のこの支承突部１５はジェットディスク１の穴３の中心点の軸線方向延長
上に配置されている。それゆえに、ディスク１６の回動時にノズル要素は支承突部１５と
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【００３２】
　ノズル要素１９が軸線方向に延びる穴２３を有し、この穴の前面がジェット噴出口を形
成する。ノズル要素１９の長さ伸長のほぼ半分の長さでノズル要素が横方向で開口してお
り‐図３参照‐、ノズル要素１９はタービンホイール１０に近い方の部分がＵリンク２４
の形状である。それゆえに両方の開口側２５から水はシャワーヘッドからノズル要素１９
に流入し、前端を通してノズル要素から流出できる。それとともに穴２３の軸線が形成す
る軸線に沿って水ジェットは流出する。
【００３３】
　図５はハウジング内に固定配置されるディスク１３を示し、本来このディスクはホイー
ルとして構成されている。中心穴１２の周りにリング２６が形成されており、このリング
から４つのスポーク２７が外方に延びている。外側にやはりリング２８が配置されており
、このリングが１箇所に切欠き部２９を有する。この切欠き部２９はディスク１３をハウ
ジング内で正しい位置で固定するのに役立つ。
【００３４】
　半径方向のほぼ中心でスポーク２７に孔１４が設けられており、これらの孔が歯車１６
用支承部を形成する。
【００３５】
　水が穴９を通して突部５の内部に流入すると水はまず最初にタービンホイール１０を駆
動する。同時に水はディスク１３のスポーク２７間の空隙３０を通してノズル要素１９へ
と流れ、そこからそれらの穴２３を通して外方に流れる。タービンホイール１０が回動す
ると、ディスク１６が固定軸線の周りを回転することになる。ディスク１６の回動はノズ
ル要素１９の前記揺動運動を生じる。これは、シャワーヘッドから流出するジェットの方
向が連続的に変更され、しかも図示実施例ではその頂点がほぼジェットディスク１内にあ
る円錐体に沿って変更されることを意味する。ノズル要素１９はすべて同じ角速度で動か
される。
【図面の簡単な説明】
【図１】　シャワーヘッドの一部の横断面図である。
【図２】　ノズル要素の拡大側面図である。
【図３】　図２のノズル要素を９０度ずれた方向から見た他の側面図である。
【図４】　駆動手段の一部を形成するタービンの平面図である。
【図５】　４つの回動可能なディスク用の支承部を備えてハウジング内に固定配置される
ディスクの平面図である。
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